









































れば『羅山林先生集』付録巻 にある慶長 年（ ）の状には林羅山の既1 9 1604
読書の目録が付されているが、この中に『通俗演義三国志』という書名が見
える 。また青木正児氏は、明版の『燕居筆記』が慶長元年（ ）に僧（３） 1596
某に贈呈されていることから、慶長年間にはかなりの数の明版の小説が日本
に渡来していたのではないかと言う 。（４）
また、寛永 年（ ）に没した天海僧正の蔵書の中に『新鋟全像大字20 1643




正保 年 には 英雄譜 が紅葉山文庫に入っているが これは 三3 1646（ ） 『 』 、 『
国演義』と『水滸伝』を合刻した『二刻英雄譜』のことで、今日でも内閣文




、 『 』 『 』 『 』て 長崎に来ていた中国の商人が 二刻英雄譜 の 三国演義 と 水滸伝
を読み、さらに 年後の延宝 年（ ）に通事だったと思われる山形八右3 7 1679
衛門という人物の願いを受け入れ、この書の解説をしている 。（７）





こうして 年以前に 『通俗演義三国志 『新鋟全像大字通俗演義三国1700 、 』、
志伝 （劉龍田本 『李卓吾先生批評三国志 『二刻英雄譜 『三国英雄志』 ）、 』、 』、
伝 （楊美生本）など記録に残っている限りで少なくとも 種類の刊本が日』 5
本に伝わってきている。そして翻訳について言えば、徳田武氏の研究に拠る
、『 』 『 』と 三国演義 の部分訳として中江藤樹が著者であるといわれる 為人鈔








『通俗三国志』は、元禄 年（ ） 月に西川嘉長なる人物の賛助を得4 1691 9
て、京都の書肆栗山伊右衛門によって刊行され、その後も寛延、天明と版を
。 「 」 、重ねロングセラーとなった 翻訳者は 湖南の文山 と名乗る隠士であるが
。 、 （ ）詳伝は未だ明らかではない ただし 夢梅軒章峯なる別号で元禄 年8 1695
『 』 （ ） 『 』刊 通俗漢楚軍談 巻までの翻訳と元禄 年 刊 通俗唐太宗軍鑑7 9 1696
の翻訳に従事したこと、及び弟に称好軒徽庵なる人物がおり 『通俗漢楚軍、























































よ ろ い ひも む ね あ て
阿斗ヲ將テ懷ニ抱キ護リ，囑ゲテ曰ク：我、汝ガ名ヲ呼ベバ，應フベシト。






















































































正徳元年（ ） 三国志壹部二套廿本 演義 江上繆尊素漫志序#1 1711
正徳 年（ ） 三国志六部各二套二十冊#2 2 1712
享保 年（ ） 三国志演義 壱部二套廿本 江上繆尊素漫志序#3 6 1721
享保 年（ ） 三国志二套#4 11 1726
元文元年（ ） 四大奇書 二部 一部各二套 廿四本六十巻#5 1736
寛保元年（ ） 三国志 二部四套#6 1741
寛保元年（ ） 三国志#7 1741
寛保元年（ ） 三国志通俗#8 1741
寛保元年（ ） 三国志#9 1741
などのタイトルがある 。このうち、ただ「三国志」となっているもの（２５）
は正史の『三国志』である可能性もあるが、それ以外の 、 、 、 は#1 #3 #5 #8
『 』 。 、 「 」確実に小説の 三国演義 と言えるであろう については 繆尊素#1 #3
の序があることが記されているので、明代後期の刊本『李卓吾先生批評三国
志』を清代に翻刻した緑蔭堂本と考えられる。また、 は「通俗」という#8






（ ）に「四大奇書」の文字が見えることであり 、この「四大奇書」1736 （２６）
とは清初に毛綸、毛宗崗父子が修訂、加評し、その後『三国演義』の通行本
となったいわゆる毛評本を指していると考えられる。毛評本の現存する最も
























、 、 ） 、 『 』結局 唐話学習熱を背景に 1 唐話を学び その学習過程で 三国演義
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を原文で読む 2）唐話は学ばないが 『三国演義』は原文で読む 3）唐話、
学習熱、白話小説熱、中国ブームに触発され、翻訳された『通俗三国志』や
ダイジェスト本を読む 4）原文や翻訳本は読まないが、歌舞伎や人形劇、













享保 年（ ）の刊記があって、かなり早いものの一つとみられる 」と6 1721 。
位置づける 。（３０）
羽川珍重は本姓太田氏、俗称弁五郎。鳥居清信の門に入って役者絵、芝居




くい。挿図も 、 葉程度だったのではないか。5 6









ばを過ぎた第 葉で董卓が呂布に殺されるが 『三国演義』ではこの話は第27 、


















































●（黄表紙 『通俗三国志』 刊年未詳（安永元年刊か？） 東京都立図書）
館中央館加賀文庫 大東急記念文庫、東北大学附属図書館狩野文庫蔵
このテキストについて黒石氏は、通俗軍談書『通俗三国志』の筋によりな
がら 浄瑠璃 諸葛孔明鼎軍談 享保９年 竹本座初演 竹田出雲作 新、 『 』（ ）、『
語園』などにも取材し、特に関羽と孔明については人物の生涯という一代記





























































































































●（黄表紙 『絵本三鼎倭孔明』 巻 冊 睦酒亭老人作 北尾重政画） 5 3





の伝については未詳 とある。書名は浄瑠璃の『諸葛孔明鼎軍談 （竹。」 』（４８）
田出雲一世作）に似るが、荒唐無稽な浄瑠璃とは内容が異なる。挿絵は多彩
な画風で知られる北尾派の元祖、北尾重政の筆になり 『三国志』のいかに、
も中国風な挿絵が 幅ある。北尾重政は、元文４年（ ）の生まれで文14 1739
政 年（ ）卒。本姓は北畠で後に北尾に改める。俗称久五郎。画号は花3 1820
藍、紅翠斎、碧水、北峰、北鄒田夫等々。書賈須原屋三郎兵衛の長男である
が独学で絵を学び、浮世絵の黄金期の一端を担った 。絵本の挿絵を多く（４９）







』 （ ） 、孔明異傳兵法註解評林 巻の和刻本が万治 年 に刊行されるなど7 4 1661
諸葛孔明の兵法は早くから注目を集めており、娯楽と実用を兼ねて作られた
のがこの書だったのかもしれない。





















第 、 節で見てきたように、元禄に『通俗三国志』が誕生して以来、三1 2
国の物語は草双紙や絵本、歌舞伎、浮世絵の世界で繰り返し図像化、映像化
7 1836 12され続けてきた その集大成と呼ぶにふさわしいのが天保 年 から。 （ ）
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。 、 、 、 、 、った 北斎に師事し 画姓は葛飾 画号は戴斗以外にも北泉 斗円楼 洞庭
洞庭舎、玄龍斎、米華山人、野竹、閑観翁などがある。戴斗は師の北斎が十
































図 葛飾戴斗画『二十四孝 （高岡市立中央図書館蔵 ）10 』 ）








戴斗画は 幅以上この 則の則目に対応した絵を描いている（李卓吾本100 240
）。 、「 」（ ）、の挿図と構図が全く違うものも含む 確かに 劉玄徳古城聚義 第 回28
「定三分亮出茅廬 （第 回）など非常に有名なものが落ちていることは否」 38
定できないが、それらの倍以上きっちりと有名な場面は挿図化されている。






かれるもの 幅、殺しのシーンや死体を描くもの 幅、幽霊妖怪の類を描21 26
くもの 幅がある。5
図 葛飾戴斗画『絵本通俗三国志 （新潟大学附属図書館佐野文庫蔵）11 』











図 葛飾戴斗画『絵本通俗三国志 （新潟大学附属図書館佐野文庫蔵）12 』
『絵本通俗三国志』にグロテスクな絵が多いという傾向は、戴斗の現在
。『 』（ 、 ）残っている他の挿絵を見ればはっきりする 三韓退治図会 天保 13 1842
、『 』（ 、 ）、『 』には少しこの手の絵があるが 絵本二十四孝 文政 英雄図会2 1809













図 葛飾戴斗画『絵本通俗三国志 （新潟大学附属図書館佐野文庫蔵）14 』
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。 、 、にもう一つある それまでの挿図は 一葉の中に絵と文字が共存していたり
あるいは桂宗信画の場合でも『三国演義』の各回の名場面からバランスよく






















、 。 、十数年しかないが あちこちの貸本屋の目録にその名前が見える たとえば
日本一と称される名古屋の貸本屋大野屋惣八の蔵書には文山訳の『通俗三国
志』が セット所蔵されているが 『絵本通俗三国志』も同じく セット揃3 3、
っている 。また嘉永 年（ ）の姫路の書肆、樊圃堂灰屋輔二の貸本（６３） 4 1851










、『 』 、 、要があったらしく 絵本通俗三国志 より少し前になるが 十返舎一九撰
13 1830 6歌川国安画の合巻『三国志画伝』シリーズが文政 年（ ）から天保
年（ ）まで刊行される 。登場人物はごらんの通り、歌舞伎の役者風1835 （６５）
である。
図 歌川国安画『三国志画伝 （茨城県立歴史博物館蔵）15 』





。 、 。化している やはり歌舞伎の影響は小さくなく 張飛の顔には隈取りがある
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図 歌川国貞画『世話字綴三国誌 （名古屋市鶴舞中央図書館蔵）16 』








年（ ）頃 「通俗水滸伝豪傑百八人」のシリーズで一躍有名になり、ま1813 、












1 雑喉潤『三国志と日本人 （講談社 2002 講談社現代新書1637)p139によれ』





















文學藝述考 「国文學と支那文學 （いずれも『青木正児全集』第2巻所収 春秋』 」
社1969）




鳥居久靖「わが国に於ける西遊記の流行 （ 天理大学学報』第19集 1955）」『
高島俊男『水滸伝と日本人－江戸から昭和まで （大修館書店 1991）』
渡辺精一「日本人は三国志にどう親しんできたか－平安朝から現代まで－その
享受史粗描 （ 月刊Asahi』93年4月号 1993）」『
磯部彰『 西遊記』受容史の研究 （多賀出版 1995）第2部第5章「日本国にお『 』
ける『西遊記』の受容」
3 中村幸彦「唐話の流行と白話文学書の輸入 （ 中村幸彦著述集』7巻 中央」『
公論社 1984）pp31-32参照。
4 注2前掲青木書p436-437参照

















三 文山訳の原本 （ 中国小説史の研究』岩波書店）参照。」『
11 幸田露伴は注10前掲書の中で、文山の経歴などについては考証していない
ものの、明治において博文館本など一部の訳本で訳者が高山蘭山とされている






武『対訳中国歴史小説選集4 李卓吾先生批評三国志 「解説 （ゆまに書房 198』 」
4）及び「 通俗三国志』の訳者 （ 日本近世小説と中国小説』所収 青裳堂書『 」『
店 1987）参照。
13 中村幸彦「書誌聚談 （ 中村幸彦著述集』14巻 中央公論社 1983）pp289」『
参照。







今委實在河北 ）出てくるが 『通俗三国志』では訳していない。」 、
18 長尾直茂「江戸時代元禄期における『三国演義』翻訳の一様相 （ 国語国」『
文』1996）p52参照 。。
































28 『近世随想集』中村幸彦他校注 岩波書店1965 pp81-82参照。
29 水谷不倒『草双紙と読本の研究 （水谷不倒著作集第２巻所収 中央公論社』
1973）p42参照。







「 『 』 『 』33 黒石陽子 草双紙と通俗軍談物の諸相－ 通俗漢楚軍談 と 通俗三国志


































演の作意を生かして （ 関羽 国立劇場第130回 一月歌舞伎公演』パンフレッ」『
ト所収 1980）pp24-25参照。
38 注37前掲『関羽 国立劇場第130回 一月歌舞伎公演』p1-8参照。
39 注33前掲黒石論文pp143-144参照。








































いる。上田望「 三国演義》版本解題 （未公表）参照。《 」






う 今田洋三 江戸の本屋さん－近世文化史の側面 日本放送協会 1977 Ⅳ。 『 』（ ）「
化政文化と出版」p146-147参照。
51 歌舞伎の関羽像については注37、38を参照されたい。浄瑠璃の三国物とし
『 』 （ ） 。ては竹田出雲一世作の 諸葛孔明鼎軍談 が享保9年 1724 に初演されている
ストーリーは文山訳『通俗三国志』に拠った部分もあるが、架空の登場人物、
特に女性が物語で重要な位置を占め、肉親間の情愛や義理の親子の悲劇が描か






























（ ） 。文化戊寅に最も近い文政2年 1819 をこの本が最初に刊行された年と考えたい
http://www2.library.tohoku.ac.jp/kano/05-001147/05-001147.html











。『 』 、巻之七では宮廷内の描写に線遠近法が使われている 唐詩選画本 については
























63 「大野屋惣兵衛蔵書目録 （柴田光彦編著『大惣蔵書目録と研究 本文篇』」
所収 青裳堂書店 1983 。）




、 （ ） 『 』、に拠れば 十返舎一九はこのほかにも享和2年 1802 の黄表紙 玄徳武勇伝
文化5年（1808）の勝川春英が挿絵を描いた合巻『三国志』があるとのことであ
る。




















れていないために調査が難しいが 「華陀骨刮関羽箭療治図 「孔明六擒孟獲」、 」
など戴斗画と似た人物造型や構図を有する作品もあるので、国芳が『絵本通俗
三国志』を見ていたことは間違いないであろう。
